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学会誌編集委員会では，学会誌を会員全部が親しめる
ように編集することに 方針を定めた。この実現がL、か
に困難で、あるかは，学会員の権成を考えると共に 最高
級の研究を育てることが学会誌の重要な任務である こ
とを考えるならば，L、かにも はっきりしている。しか
し，今後じよじーにしか進まぬかも知れないが，幾多の
変革が進展することと思う。

まず改革の第一歩として，本号から講座を載せること
になり，私に土質力学を理解するのに必要な基礎的事項
を書け，ということになった。

編集委員会のこの決定には大いに異論がありうる と
思う。それは，学会誌には初心者向きの解説など載せる
べきではない という意見も当然ありうるからである。
それにもかかわらず私がお引き受けした〈むしろお引
き受けせざるを得なかった〉のは次のようなこつの事情
を考えたからである。

1. 終戦後の農業土木の仕事は戦前とは比
ベものにならぬほど大きくなれそれと共に土質力学
のような新しい学問を大幅にとり入れる 必要を生じて
来た。それにもかかわら子，教育態勢の方i主戦前とほと
んど変らない。このような事情は 他の分野にも多かれ
少なかれ存在する のであろうがp 農業土木で、 は特にそ
の開きが大きい ように思える。学会はこの問題の善処
方を真剣に考える 必要があると思う。

この問題は非常に深刻な内容を含んでいる のであっ
てs早急な解決はとても望めない。だが，問題を放棄す
ることは できない。困難はあっても，じよじょに明る
い方向へ持って行くように 努力しなければならない。

学会のなすべきことは このような努力をつづけると
ともに 教育によって与えるものと現場で必要とするも
のとの聞に存在する ギャップを穴埋めするいろいろな
企闘をつづけて行くこと であろう。

最高級の研究を数多く載せることは 学会誌の果すべ
き本質的な仕事であるが，現在の教育態勢を考えるなら
ば，このような穴埋め作業も 学会誌の受け持つべき本
質的な仕事の一つ ではなかろうか。
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2, 土質力学の持っている本質的な幼ド止さ
も この際は 考え合わせる必要がある。現在 土資力
学 という言葉でぬ祢されているものの中には，単なる
技術的なものが多く，力学としての要素は貧弱なものし
かない。戦前広は 土質力学としづ言葉はなかったが，
これに相当するものは 土反論を中心とした土の取りあ
っかい であろう。土庄論は 力学の一 部門として発達
したもので，力学としては立派なものであるが，材料と
しての土に対する反省が少なく，そのために 実用性も
わ子かしかなか司た。現在の土質プJ学は これに対する
反省を非常に強く行い，材料としての土の性格に考え方
の重点を移行させてしまった。そのために 非常に実用
性を増して来て，新しい工法をいろいろ産み出すことが
できた。

新しいこの行き方は 過去の行さ過ぎを是Eするもの
であって，学問が成長して行く過程において 必然的に
たどるべき道筋 であろう。しかし，この怠凍を別の面
から見れば，現在の土質力学の姿は 決して満足すべき
ものではなく 将来の発展のための初期的な段階にある
に過ぎない，と見るのが正しい ともいえる。その証拠
に，例えば 間ゲキ水圧の測定を行っても，測定f直の利
用法はたいていの場合はっきりわからなL、。もちろん，
EE密の進行の速さを判定するぐらいの役には立つが p 測
定した数字そのものを利用して工事に指針を与えたり

あるいは 土質試験法を批判したり は ほとんどでき
ない。しかし ただ一つ かなり利用法のはっきりして
いるものがある。それは，サンド・ドレイシである。こ
の場合には，実用上ほとんど完全と思われる理論が存在
するので，この理論を基礎にして利用法を作り出す こ
とができるのである。もっとも サシド・ドレインの理
論も “完全である” との保証づけはされていない の
で，このために不信頼感が起る ことは止むを得ないけ
れども。

われわれがボーリシグをしたり土質試験を行ったりす
ることの目的は，結局，将来工事を行った場合に生ずる
変化を予測して 工事に対ーする指針を与える ためであ
る。このためには，どうしても力学を使う必要がある。
だが，土に関する力学の公式は 式の中に数字を入れれ
ばよい というようなものではなく，式の内容をよく理
解して王形勢の内容に合うような使い方をしないと どん
な答が出てくるかわからない という しろもの であ
る。こういうわけで，土質力学を使いこなすためには，
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土の性質をよく知っていると 同時に 力学の構成がよ
くわかっていなげればならない。

さらに，土足力学ではモデル・テストができない と
いう特殊性もあけ

、

ておかねばならない。そのために，現
場の工事を そのままで 一つの試験のように考えて
工事そのものからデータを取る 必要がある。つまり，
観測や試験を当面の工事を完遂するためにのみ行う の
ではなく，次にどこかで実施されるであろう工事のため
に行っておく必要がある。

しかし，このようなデF タを積むだげでは本質的な進
歩は実めず，あそこで こうだったから ここでも こ
うでゐろう と言いうるようになる だけにしか過ぎな
い。本質的な進歩をもたらすデ｛タ整理を す る た めに
は，現場の状態を理想化し これに基づいて 実験的研
究や 盟論的考察を積み重ねて行く 必要がある。こう
して本質的要因をつかみ出してから でないと ほんと
うに役に立つデ｛タ整理はできない。

現在は わからないことが余りにも多い。技術者は，
本に書いてあることがらを数学の公式を使う ように使
うわけには行かない。むしろ，本に雪いであることがら
の内容を汲みとって， 自分の頭で考えて行かなければい
けない。こういう意味から，私は，土質力学を使う技術
者l工 会部 土質力学の研究者として 仕事を進めても
らいたい，と思っている。こうして 皆で 寄ってたか
って 研究を進めて行ってはじめて，土質力学は もっ
ともっと 実用性を増しP 結局どのような姿に落ちつく
かはなんともわからない としても，学問としても技術
としても本当のもの になって行くのであろうと思う。

このようなこつの感慨は 常ひごろから 私の胸の中
を去来しているものであった。

このような事情で この仕事をお引き受けするにはお
引き受げしたが，これは いかにも むつかしい仕事で
ある。

現在の土質力学は，農学の一部門として発達した土壌
物理でも 純粋科学 と し て発達した鉱物学や謬質学で
も，なんでもかんでも 土の性質を潔解するのに役立つ
ものは とりこもうとしている。こういうことは ぜひ
とも必要なことであるが，そのために学問の範囲が非常
に広くなり， 一個人の力では とうてい 十分な解説を
行うことはできない。ことに，私は 土質力学そのもの
を研究しているもの ではなく，長業土木の仕事を進め
て行〈上に必要となった 土質力学のごく一部分を研究
しているもの も である。私としては どこかの本に書いて
あることを そのまま 引き写しにしたようなものを学
会誌に載せることは とうてい 忍び得ない。 自分が必
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要に迫られて 身をもって理解したものを載せるように
したい。私が味得した以外のものについては それぞれ
適当な入をさがして解説してもらうのが一番ょい と思
う。

こういうわけで 話題は 従来私が手掛けたものに限
ることにし， まず 土の応力の考え方について述べ，
次に 軟弱地盤の地耐力の問題，土水路のノリ函保護の
問題，庄密の考え方等について ものの考え方を解説す
ることをさ限として 述べることにした。これらの中に
は いまだ研究の段階に為 4 て 決定的なものとして述
べるには時期尚早のもの もある。これらの点について
は 未だ決定的のものとはいえないことをはっきり書い
ておく。しかし，考え方には重要な点がL、ろいろと含ま
れているので じゅうぶん考えて批判的に読んでもらい
たい。そうしてもらえば，土質力学の考え方をつかむこ
とができ 大いに役立つことであろう。技術者がこのよ
うな態度で土質力学を使って行ヲてはじめて 本当の意
味で役に立つ学問が生れてくるのだ と思う。

1 . 応力解析の詰

まず，準備の意味もあり また それ白体非常に重要
でもあるので，応力解析の話から始める。

ひとくちに土 といって も， その構成要素は 砂，粘
土，砂レキ，泥炭などの なんで1らってもよく，また
水を含んでいても含んでいなくてもよい。これ以上不均
ーのものは 主主り得ないかも知れない。これをーまとめ
にして力学の対象とすることは とてもできない相談で
あろう。

ところが，応力という概念 および 応力の釣合いの
方程式は どのような対象にもあてはまるのであって，
錯雑きわまりない土という対象にも もちろん あては
まる。

これは非常に重要な点であって，土質力学を理解する
ためには まず この点を完全に理解することから始めJ

なけれしばし、けない。そのつもりで これから筆をすすめ
る。土質力学を理解するためには 理論の性格がよくわ
かヲていることが どうしても必要なのであるから，そ
のつもりで 注意深く読んでいただきたい。

後で述べるが，力学の対象として完全なものになるた
めには その物体の応力と変形量を関係づける法則が

与えられなければならない。これを応力の釣合い方程
式と組み合わせて はじめて 力学を使いうる女橡にな
る。応力と変形の法則を 実際の土について与えること
は 今のところ 不可能であって，この意味で 土の力
学はまだでき上っていない。土の力学のむづかしさは
この点、に存在するのであうて，応力の考え方 および
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拡カの釣合い方程式 にだけ話を限ヲておきうる な ら
ば，ベつだん 大きな問題はおこらない のである。

1・1 地盤の中の応力？）意味
いま，地盤の中に土庄計が埋めこんである と仮定し

よう。ただし J 、この土庄昔十は 完全に理想的なものであ
ヲて，次のような性質を持ってL 、 る とする。（ 1）土
圧計の代りに その位置に土があったとしても，その土
の受けるカは土庄計が受けるカと まったく等しい。
く2）いくらでも 小型に作れる。（3）受庄板に垂直に
かかるカだけでなく 平行にかかるカもはかれる。もち
ろん，こんな土庄計は存在しなし 、 。だが，理論の立場か
らすれば，現実に存在する計器にとらわれることなく
もっとも完全と思われる計援を考えて理論を展開して行
く ことは いづこう さしっかえない。さしっかえな
い だけでなく，むしろ 必要である。

まず最初に，非常に小さな土圧計で 土粒子の間ゲー干
の中に すっぽり 入ヲてしまうようなもの を考えよ
う。土庄計の読みは，間ゲキが空気だけなら 空気の庄

カを表わし，間ゲキを済している水の中にらるならば
問ゲキ水の圧力を表わす。もし 土圧計を粒子と粒子の
接触点に入れこんだら，粒子聞に働いて い るカを表わ
す。土の滞積物の中に存在するカは，水も空気も動いて
いなければ，この3種類しかないヘ

ここで用いた理想的な土庄計は その寸法がじゅうぶ
ん小さい というだけで，その大きさについては なん
ともきめてない。これでは困るので，受庄板の面積で圧
力の読みを割算しておく。こうすると，単位面積当りに
働くカヵ得られたことになる。このような単位に直した
ものを ふつう 応力主称する。

もし，じゅうぶん大きな土圧計を用いて 受圧板の上
に土粒子がたくさん並んで，いる ようにすると，この土

症計の読みは，間ゲキ中にある水 〈もしくは空気〉
の圧力と 粒子間圧カとの総和 を表わす。この総和を
受庄板の面積で割ヲたもの も 応カという。しかし，
ζの意味での応カは 前の意味での応カとは だいぶ
意味が変 q ていて，ある意味で統計的なものである。

ここで 3種類の応力がミ表われたが，この中で 実際
に測れるもの は 何であろうか。最後に出て来た統計
的の意味での応力は，大きな土庄計を用いて測るのであ
るから，じゅうぶん測れるもの でゐる。ふつうに土圧
之祢しているもの は この量である。

間ゲキにある水 もし〈は 空気の圧力は 測れるで
あろうか。空気の庄力は 測らねばならぬ必要性が認め
られる場合は少ないので これは別にしておき，水の庄

’水が動いている場合については庄密申考え方を述べるときに扱
うつもりである．

カだけを考える。現在の問ゲキ水圧計は ここで問題に
しているものに比べて 大きすぎる。間ゲキ水圧計の先
を 非常に少さく 例えば 注射針の先のようにすれば

測れそうなものであるが，それでも 測定に必要な水
の移動が浪！Jられる対象の状態を大きくかえてしまうよう
なものであれば，とても 測ることはできない。このこ
とを考え合わせると，実浪1］のできる場合は，一様な圧力
が かなりの容積にわたってひろがっていて，しかも
多少の水の移動があっても 圧力の状態がほとんど変ら
ぬ ようなときに限られる。ふつう 間ゲキ水圧と呼ば
れているものは 間ゲキが水でいヲぱいになヲている場
合の このような意味での水圧で為る。

粒子間は働いているカを 上に述べたような意味で広
カに変えたものを 以下 粒子関応力と総称する。これ
には 垂直応力的 と 接面（もしくは セシ断〕応
力む の2通りがある。これは とても測ることので
きぬ量である。前に出て来たような 測ることのでぎる
量から計算して出す 以外には知る方法がない。次に
この計算法を考えてみよう。

土圧計のよに 土粒子がたくさん並び かっ重な守
ている とする。また，開ゲキは水でいっぱいになって
いる としておく。受圧板にかかる垂直圧力N は，
受圧板の面積を A, 粒子との接触面積を A,, Asを
とおして粒子からくる圧力を σh間ゲキ水の圧力を
ρとすると，

N＝σ，A，＋ρ (A-A,) ・・・・H ・ H・＂＂・ H ・...・S・ H ・ (1)
でらる。この（1）式の中で N， ぁ Aは 測定され
る量であるが，A， は測定できない量でらる。 したがっ
て この意味からいえば，σsを求める方法はない とい
うよりしかたがない。

土庄計の受庄函に平行に働くカを T とすると，水
圧はセシ断力を及ぼさないから，

T=r,A, …… H ・ H・........・H・.....・ H・.....・ H・－・・ (2) 

としてよい。ここで 乃 は粒子との接触面積 As をと
おして 粒子が及ぼすセシ断応カ である。

(1). (2）式で A， を測ることができないことは
本質的な困難であヲて，粒子間応力という考え方は こ
れ以上進めることができない。この困難を避けるために

土質力学では別の意味の応力を採用している。次に
この点を明らかにしよう。（1）式を書き直して

主＝〈σ8 ー の会＋ρ ・ ・ ・・（3)

とし，受庄板にかかるカの平均を出しておく。
この 式は (1）式の単なる書きかえにすぎないように

見えるが，その意味はかなり変っている。右辺第1項は
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A,/A なる面積の上に σ. － ρ なるカが働いている
ζとを意味し，第2項は 全面にわたって ρ が働いて
いることを意味する。この考え方は さらに 三次元的
に広げることができ，ρ は粒子をも含めた�らゆる場所
で あらゆる方向に対して一様な大きさで働いているカ

と理解することができる。このようなカは 滞積状態
の変形に対してなんらの影響をも及ぼさない と考える
のが常識である九

C 1）式を（3）式に書きかえたことの重要さは この意
味あいに存在する。変形に対して有効なカは 右辺第1
項でおって，第2項はなんの意味も持たない。この意f米
で 右辺第1項の （σ. － ρ） A,/A は 有効応力 と
呼ばれ，N/A は 全応力（ total stress) と呼ばれて

いる。なお，接面応力では C 2）式の両辺をAで割った
ものが そのまま 有効応カである。これは 水圧 ρは
なんらの接面応力を及ぼさないことから 明らかであろ
う。

土質力学での応力の考え方は 弾性力学や液体力学の
考え方を そのまま 持って来るわけには行かない。こ
れらの力学の対象とする物は 均一な物質から成る連続
休である。したがって，これらの力学での応力概念はそ
のままでは とうてい あてはまらぬ。有効応カとか間
ゲキ水圧とかの概念は このような考え方に対する反省
として導入されたもので，Terzaghiの果した大きな功
緩である。

しかし，このような考えの中には もっともっと は

点線の内部が吸着水町
領域で， 附子に近づ〈に
つれ 密度が大きくなっ
ている。 点線の外部は自
由水と見てよい。

Fig, 1 
間ゲキの構造

っきりさせられなければならぬ

こと が残っている。

よく知られているように，土

粒子のまわりには 吸着された
水がある（Fig. I)。 この水は

砂では少量しかないが，粘土
や泥炭のように， コ ロイドを多
く含むものでは かなりの量に

のぼっている。吸着水は ふつ
うの水に比べて密度もかなり高く，また かなりの高圧
の下にある と信ぜられている。圧力は 粒子から離れ
るに従い急に少さくなれそれほど遠くまで行かぬうち
に ふつうの庄力になってしまう。このようになった部
分が 自由に動ける水からE立っている領域であって，透
水の場合にも 庄密の場合にも主役を演ずるのはこの部
分である。間ゲキ水庄として測定しているのは この部

本pが 圧力コウ配を持っているときには. 1うも土を動かす作用をす
る。これについては 後に EE績について述べるときに あわせて
説明する．
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分の圧力でらって，現在慣用の間ゲキ水圧計では 殴潜
水よりも はるかに多くの水の移動を必要とするので，
とても 吸着水の庄カなどを読みの中に出すことは で
きない。 吸鳶水は 間ゲキの中ほどにある水に比べて

はるかに動きにくいが，やはり 動き う るものであ
る。この部分に動水圧がかかると， まず 一番勤ぎやす
い 間ゲキの中ほどにある水が 動き出す，これが無く
なってしまうと 吸着水の 一番外がわにある部分が動き
出し，次次に 内部のものが動き出す。 そうして 遂に
吸着水の内部抵抗が動水圧と等しくなると 水の移動が
止まる。私は このような機構を考えるのが最も自然で
あって，二次庄密のような現象は このような機構を考
えることによヲて もっとも自然に説明される のでは
ないかと思っている。

泥炭は 非常に特異なものであって，間ゲキ比が 10 
～20ぐらいあるのは ふつうであるのに，透水係数は

10-a～10-•cm/secぐらいが ふつうである。間ゲキ比に
くらべて 透水係数が非常に小さい ことが目立ってい
る。泥炭は 主として 植物被維と その分解物 から
なっており，分解物は リグニンを主とする高分子物質
で 完全な コ ロイド的性質を持っている。この分解物が

非常に多量の水を持って 植物繊維の間に網目状構造
を造っている。私は 3 泥炭の構造は このように理解す
るのが最も自然であろう と思っている。このように解
釈すれば，透水係数が閲ゲキ比に比べて異常に小さいこ
とも ふつうの動水圧のもとでは動く水が非常に少ない
ためである として理解することができる。

このような事情は コロイド分を含む土には多かれ少
なかれ存在する ものであろう。そうだとすると，現在

のような合水量や間ゲキ比の定め方では あまりにも不
満足なこと は 明瞭であろう。どうしても，吸着エネ
ルギのようなもので含水量を分類すること が 必要で
ある。

現在の考え方では 国体粒子の考え方がはっきりして
いない ことも この際 指摘しておく必要があろう。
吸着水のうち われわわれが必要とする動水圧の程度で

は どうしても動かないものは むしろ 国体粒子の中
に入れて考える 方が自然であろう。

このような意味でp 現在土質力学で使っている間ゲキ
構造の模型は あまりにも簡単すきFる。もっともっと土
の状態に即して 土嬢物理学的研究を行ってゆく 必要
があると思う。

1 ・ 2 Mohrの円特論
Mohrの円については 応用力学で学んで承知してお

られることと思うがp 土の力学では これがなかなか有
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動に使われるので 少し説伊，を加えておく。主応力の存
在 その意味等については すでに知識を持づておられ
るものとして認を進める。この点にヨf言がないようなら

応用力学の本で確かめておイことをお勧めしたL、。
Fig. 2のPAQAは 主us.カ函で，それぞれのjぷカ

渓31

。
を 図のように σI，σE 
とする。σIは最大の主jぶ
カ， σ立は最小の主応力で
ある。問�は Aを通って

てミナ勾任意の位置にある配の応
ブJを定めるこ と で あ る。
PAから反時計廻りにe t.:

け廻した位置に面をとり，
これをAからわずかはなし

の て 図のように t.APQを
Fig, 2 作る。Aから離して 書い

たのはIぶ力の平衡を考えるためであって，結論は Aを

通る面上での性質になるようにする。

PQムの垂直応力を σ，接面応力を T とする。土
を考えているのであるから 圧力をlEの方向にとってい
るので，σ の方向は問題ないが，γの方向の決め方には
問題がある。これは，最後になって わ か ることである
が，図のように，σ とTの合応力が σ の方向（すなわ
ち PQ の法線の方向〉 から 時計廻りに廻ヲた位置に
あるときには TがEとなるのである。

以下，応力の釣合いの式を書〈がp 各辺の絶対的の長
さは必要がなし、ので PQ= I, PA=cose, QA=sine 

として扱う。σI zσEを図のように σ，τ の方向に
分力しでお〈と ただちに次の関係が得られる。すなわ
ち，σの方向の釣合いから

σ＝σI cos 2e＋σnsine 
この式を出すためには，左辺は 0・ の方向，右辺はσと
反対方向の力の和 として書けばよい。また，τの方向
の釣合いから τ＝〈σIーσn) sine cose 
これらの式を書き直して

σェ型宇！！.＋�i�cos2e ・…，．．．・C 4) 

-r＝巴子Jis in2e ・・ … H ・ H ・...・ H ・－ ・ ( 5)

これから ただちに σ，T のMohrの円表示が得られ
る。Fig. 3の乙POBが Fig,2の乙R （これを応力
の傾斜角 ・ といおう〉を表わすことも明らかであろう。
また，辺PQをA に近づけた極限を考えても同じ式が成
立するので，この式が A での関係、式になっているこ

傘後に説明するが，粘性土では これは土の内部摩擦角と異なる。

て とも 明らかであ

ろう。
この導きフ＇ii主

Aオ グ 非常に簡単であっ

て p 何か忘れても
すぐに書き下す

Fig. 3 こと力Lできる。こ
の点をさらに有力にするためには， Mohrの円のかっ
こうを覚えておくことで，そうすればC 4 ), C 5 ）式は
ひとりでに書ける。

Mo".rの円をうまく使うためには もう 一つ 解決し
ておかねばならぬことがある。上の導き方では，主応力
方面の位置と 主1,t,;カの大きさとが 与えられているも
のとして出発したが，実際問題では これがわからぬこ
とが多い。この点は pole （極〉の考え方を用いて う
まく解決することができる。

て

Fig, 4の上図は 地縫中のある一点の応力の状N.で，

事

。：

Fig, 4 

を

下図は それに
対するMohrの

円である。σI
の働いている百
は σEの作府

線と一致してい
る。下図のAか
らσIの働いて

いる面に平行線
を引き 円との

Lσ 交点を p と
-, 

する。tきから
σEの働いてい
る面（すなわち
σI の作用線

の方向〉に平行線を引くと 円 との交点は やはり p 
である。これは 両者が上図でも下図でも直交すること
から知られる。

ところが， この関係は 任意の面に対しても 成立す
る。例えば，σIの働いている商から e だけ反時計
廻りに廻転した｛立涯に主主る面qq を考える。これは，
Fig. 2の PQ と伊］じ関係位置にある面である。 面qq
のiぶ力状態はフ Fig. 4の下図のMohrの円で， Aから20
t.：け廻車えした点 Q で表わされる。QPとPAのなす角
は0になるから，QP は qqと平行である。これで証明さ
れた。

Poleの考え方は Mohr の円を使う上に 非常に重

一一 2何 一一
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要である。L応用力学の教科書を見ると，応力方向長円時

というのが為るcこれは， Mohr の円の代りに 応力長

円を使うときに Mohr の円での pole の作用をさせる

ために 導入されたものである。しかし， pole の方がは

るかに簡明であづて，将来の応用力学の教科書からは

応力長円も 応力方向長円も取り去ってしまい Mohr

の円と pole だけを載ぜるようになる のではないか主

思う。

1 ・ 3 応力の釣合い方程式

応力の釣合い方程式は ふつう 応用力学では扱わな

い。弾性カ己主を学ぶときに はじめて習うのが ふつう

であるが3 土質カ学：の理論的背景を理解するためには

ここまで理解しておくことが必要である。

地盤中の一点 p から土,tx， 土,tyだけ離れた位

置で座標軸x, y に平行線を引き 長方形ABC Dを

Fig. 5に示すように作る。Pの応力を σ均 σ仰 'C,r;y

主すると，各辺上の応カl土 図のように与えられる。
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Fig, 5 

ここで垂直応力の方向には問題ないが，接面応カの方

向には問題がある。これは，次のように定める。面B C 

について説到する。面BCの上仮I)を考えるか 下側を考

えるか で区別し，図のように上側の場合には 垂直応

力がJ執の負の方向に向いているから 接面応力もz

の負の方向へ向ける。面BCの下側を考えることは，面

A Dの下側を考えることと同じで，図のようになる。他

の辺についても 同様に 座標軸の方向に合わせて応力

の方向を定ぬる。

X方向の釣合いを書く。AB上の力は，z軸の正の方

向を1Eにとって，

ー（σz十�,tx） ・旬

と警かれる。各辺についてこのような式を作り たし合

本学術用語で楕円は だ円または長円 といいかえるようになった。

一一 341 一一
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わせたものを 共通因数－ 4,tx,tyで割るとp

a－ コ，手主＋ニ主主 ＝＝ 0・・・・・・ H ・ H ・－…....・ H ・....・ H ・－…… (6) 
Uル Jy

が得られる。

y方向の釣合いには 長方形A BC Dの自重が入る。

土の密度をね とするとp この重さは -'Y. ・ 4,txので

あるので，前と同様に扱うと

J'Cxy aσν ー H ・ H ・（7)
ax Jy 

が得られる。

モーメシトの釣合いは，周知の関係1:xy ==1:yxを前提

にすれば，おのずから 満足されでいる。

上に見る通り，式は二つしかないのに 未知数はσh

σI• 1:xyの3コある。従ヲてく6λ（7）式は これだ

けでは解けない。弾性力学では，変形と応力を結びつけ

る関係（拡張された Hooke の法則〉を入れて， 禾知

変数の数と式の主主とが等しくなるように している。

応用力学の言葉でいえば，これで 不静定の問題が静定

になった のである。

士のカ学では Mohr の破壊条件を入れて 未知変数

の数と式の教とを合わせる のが昔から慣用されて来た

方法であるが，このほかにもいろいろと 便法が使われ

て来た。一つはスペリ面の形を定めてかかる方法で，円

形スベリ面を仮定する方法，平面スベリ面を仮定する

Coulomb の方法等は すべて この系統に属す るもの

である。

これで， 一 応 必要な準備が終った。次回からは 実

際的な問題に関連して 土質力学の考え方の一端を 説

明して行きたい。

追記 当用漢字が定められ 現代かなづかいが採用されてから か
れこれ5年の才月がたった。その間 私は たびたび “

横書きにし
て わかち書きにせよ 新聞が率先して 実行せよ。”という簡を
開いた。私は この問題を本気でとりあげた例は まだ承知してい
ないが， この講座は読み易くする ということが主殺であるので．
思い切って わかち書きを実行してみることにした。

わかち書きを実行してみて私は大きな発見をすることができた。
日本語では 形容詞や副j認として使われる言葉が そ白修す飾る言
葉とかなり離れた所におかれ， － cしたところでは どの言葉がど
の言葉にかかる のか 不明瞭なことが ままある。わかち書き全
うまく佼うと この欠点を完全に防ぎ，読んだだけで すらすらと
意味がとれるように 書くことができる．

日本語では 話す言葉と書く言葉が違っている。これを是正する
ためには， どうしても わかち書きを採用する必要があると思う。
日本人は わかち書きを採用することによって 日本語に対する 言
語戚覚を もっともっと とぎすませて行かねばにらぬ と思う。
わかも書きは このような意味で 雑然とした日本語の婆を整然と
した姿へ持って行くための 一つの大きな手段となるのではないか

と思っている。
トかL， どこでどう切って行ったらよいのか，具体的には図るこ

とが多い。読むとき 話すときに われわれは ひとりでにある所
で切って行〈。このような所で切るりが もヮとも自然であろう。
だが木穏では 主眼はここにおかず， 論理的構造を明肢にすること
においた。

この試みは成功であったか どうか。決定は時の流れにまつほか
はあるまい。

(33.8.20) 
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